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1.はじめに 

 プレキャストコンクリ-トの効率的な生産の為には初期強度増進のための蒸気養生は不可欠である.また,プレキ

ャストコンクリ-ト製品の更なる生産性向上の手段として,C-S-H 系早強剤の使用による凝結および強度の促進は有

効であり 1）,これまでに著者らは配合および養生条件が初期強度発現性に影響を及ぼすことを確認している 2）.また,

養生温度を上げた場合,水和反応が活性化され,初期強度は標準養生供試体強度より大きくなるが,その後の強度発

現は停滞するというデメリットがあることも知られている.3) 

 本研究は,C-S-H系早強剤を用いた蒸気養生モルタルにおいて,蒸気養生条件が28日圧縮強度に及ぼす影響につい

てモルタルで検討を行った. 

2.実験概要 

2.1 使用材料および配合 

 表-1および 2に実験に使用した材料および配合条件を示す.本実験はモルタルにて試験を行った.早強剤を併用す

る場合は，強度発現性に及ぼす高性能減水剤の影響を排除するため,高性能減水剤の使用量を一定とした. 

2.2 養生条件 

モルタルの養生は，恒温恒湿槽を用いて温度・湿度(98%RH)を制御し，

蒸気養生を模擬した.前置時間および最高温度の影響を確認するため，

供試体を作製直後から 20℃環境下で前置した後，予め一定温度に設定し

た恒温恒湿槽に供試体を移動し，所定の時間まで蒸気養生を行った（表 

-2 参照）．  

2.3 測定項目 

 (1) 圧縮強度試験 

JIS R 5201のモルタル供試体形成用型を用いて，40mm×40mm×160mm 

の供試体を作製した.供試体は型枠に打設後，所定の養生を行い，任意

の時間に型枠から脱型して圧縮強度を測定した．  

3.実験結果 

3.1 脱型強度 

表-3に6時間養生の脱型強度を示す.既往の研究からC-S-H系早強剤

を添加した脱型強度は無添加に比べ上昇してことが確認されている.

また,養生温度が低いほど上昇率が高くなっている(表-3 参照). 
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表-１ 使用材料 

 

材料 種類および物理的性質

セメント
早強ポルトラントセメント

（密度3.14g/cm
3)

細骨材
大井川水系陸砂

（密度2.58g/cm
3）

高性能減水剤（C×0.5%）

C-S-H系早強剤（C×2.0%)
混和剤

表-2 配合,養生条件 

 

パラメータ 水準

早強剤 無添加,C-S-H系早強剤

W/C 40%

前置き時間 0.5h,1.5h,2.5h

脱型時間 5h,6h

蒸気養生温度 45℃,55℃,65℃

気中養生 28日

表-3 6 時間脱型強度の脱型強度上昇率 
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3.2C-S-H 系早強剤が 28 日強度に及ぼす蒸気養生温度の影響 

図-1蒸気養生温度と 28日圧縮強度の関係を示す.これまでの知見と同様に蒸気養生温度が低いほど圧縮強度は高

くなる傾向になっている. また,いずれの蒸気養生温度でも,C-S-H 系早強剤を添加したモルタルは,無添加に比べ

圧縮強度が高くなっている（図-1 参照）. 養生温度を上げた場合,水和反応が活性化され,初期強度は標準養生供試

体強度より大きくなるが,その後の強度発現は停滞するというデメリットがあることも知られている.3)しか

し,C-S-H 系早強剤を添加することにより,無添加に比べ 28 日圧縮強度が促進されていることが確認できた. 

3.3 C-S-H 系早強剤が 28 日強度に及ぼす前置き時間の影響 

図-2に前置き時間と圧縮強度の関係を示す.どの前置き時間でもC-S-H系早強剤を添加したモルタルは,無添加に

比べ圧縮強度が高くなっていることが確認できた.また, C-S-H 系早強剤を添加時において,1.5h 以上前置き時間を

置くことにより,養生温度 65℃および55℃は ,45℃の前置き時間0.5hと同等 28日圧縮強度を得ることを確認でき

た（図-2 参照）. 

4． まとめ 

(1) C-S-H 系早強剤を添加した脱型強度は,無添加に比べ養生温度が低いほど上昇率が高くなっている. 

(2) C-S-H 系早強剤を添加時において,1.5h 以上前置き時間を置くことにより,養生温度 65℃および 55℃は ,45℃

の前置き時間 0.5h と同等の 28 日圧縮強度を得ることを確認できた. 

(3) いずれの蒸気養生温度においても C-S-H 系早強剤を添加することにより,初期強度および 28 日圧縮強度におい

ても圧縮強度が促進されていることが確認できた. 
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図-2 前置き時間と圧縮強度の関係 
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図-1 養生温度と圧縮強度 
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